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と、 調度私がこの
インタビュ ー 記事
の原稿を書いてい
た所でした。
陽佳ちゃんからの
原稿（「我去・香
港Jなどの今回掲
載の物）がF ax 
されてきたのです。

プップップップッ
プッ ・ ・ ・ ピー。

「おおっ。大量な
原稿を非常感謝！
! Jと思いながら

それをチェックす
るのは後にして、
先ずは時間の有る
うちに自分の原稿
を書き上げてしま
う事にした。何故
ならば、私はまと
まった時聞が無い
と、 どうも原稿が
書けないという体
質のようなので、
月 一の休日であっ
たこの時に、 書け
るだけ書いてしま
わなければ、 完成
もいつになるやら
分からないからな
のです。ある程度

書き終えた頃になって、 彼女の原稿を見て爆笑（苦笑か？）してしまいま
した。というのは、私が書いていたような事と同じ事がそこに書かれてあ
ったからです。 （で、 今自分の原稿をちょっと書き替えてる訳ですが。）

17 
























	10221
	10222
	10223
	10224
	10225
	10226
	10227
	10228
	10229
	10230
	10231
	10232
	10233
	10234
	10235
	10236
	10237
	10238
	10239
	10240
	10241
	10242
	10243
	10244
	10245
	10246
	10247
	10248
	10249
	10250
	10251
	10252
	10253
	10254
	10255
	10256

